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建築研究所では、建築研究報告No.156「JIS改正後のセメントを使用したコン

クリートの性能に関する研究」を発刊し、ホームページ上で公開しましたので

ご案内します。 

建築研究所および（一社）セメント協会は、共同研究契約に基づき、JIS R 5210

〔ポルトランドセメント〕が改正され普通ポルトランドセメントの少量混合成

分の分量上限値を5%以下から10%以下に変更された場合に、建築基準法第37条

第二号に該当するコンクリートの性能に与える影響を検証するため、検証実験

を実施しました。本研究報告では、検証実験の結果を報告するとともに、JIS改

正の影響を評価した結果（現行JISセメントを使用した場合と改正JISセメント

を使用した場合との同等性）を報告します。 
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（掲載先URL） 

https://www.kenken.go.jp/japanese/contents/publications/report/156/index.html 
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